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●広がる！交流の輪………………………………Ｐ2～4 

　～平良市・大宜味村・いわき市との交流～ 

●熱気で寒さも何のその…………………………Ｐ6～7 

　～第15回西会津雪国まつり～ 

♪おだいり様とおひな様 
　３月３日の桃の節句を前に、芝草保育所には７段飾 
りの立派なひな人形が飾られました。 
　子どもたちは、飾られたひな人形の近くに来ては、 
おだいり様やおひな様の顔をじっくりと見つめていま 
した。 
　また、ひなまつりの歌をみんなで仲良く大きな声で 
歌いました。 
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　平良市では、市長さんをはじめ、食改さんのみな 
さんに温かく迎えていただきました。 
　初日のミニホームステイでは、沖縄の郷土料理を 
試食しながら、料理の作り方や食材の呼び方の違い 
をはじめ、文化の違いにも触れることができました。 
　今でも、平良市の食改さんとは料理の作り方など 
について電話でやり取りしており、交流が深まって 
います。　　　 
　今回、沖縄を訪れてみて、沖縄の料理は、栄養の 
バランスが考えられているということを実感し、さ 
すが　長寿県　だと実感しました。 
　この交流を通して、人と人との接し方も勉強にな 
り、多くの人と知り合うことができました。 

″ ″ 

平良市の食改さん 
　との交流を通して 

食生活改善推進員 
　　上野　賀代子さん 
　　　　　（橋屋） 

・いわき市との交流 

ミ
ニ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
の
交
流
 

▲ 
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▲
　
「
と
も
だ
ち
に
な
る
た
め
に
」
を
歌
い
半
年
振
り
の
再
会
を
喜
 

　
　
び
あ
っ
た
対
面
式（
上
）、雪
国
ま
つ
り
で
友
情
を
深
め
合
う（
右
）
 

▲ 

　夏季交流では、沖縄の　海　を満喫するこ 
とができたので、大宜味村の友だちには、雪 
国まつりや観光地で、冬の会津の魅力を味わ 
ってもらいました。 
　この沖縄交流を通して、食べ物や方言など 
お互いの文化の違いを実感することができま 
した。また、夏季交流で訪れた南部戦跡巡り 
は、これまで戦争について考えたことのなか 
った私に、戦争の怖さや、平和の大切さを学 
ぶきっかけとなりました。 

″ ″ 

沖縄交流から 
　　学んだこと 

西会津中２年 
　佐藤　美紀さん 
　　　（下小島） 

平良市・大宜味村 



4

▲豊間小の児童と一緒に雪上綱引き 

　小学校５年生のとき、合奏の県大会に出場しまし 
たが、その際に奥川小学校の楽器が全て焼失してし 
まいました。大会の当日は、他の小学校から楽器を 
提供していただき、何とか演奏をすることができま 
した。結果は、銀賞という良い成績でした。しかし、 
そのときいただいたのは、銀賞よりももっと大切な 
「人のやさしさ」でした。これがなかったら、賞は 
おろか演奏もできなかったでしょう。このことで私 
は、「感謝」という意味を学んだと思います。今もい 
わき市との交流が続いていますが、「感謝」と「やさ 
しさ」のある交流をしてもらいたいと思います。 

楽器の焼失…… 
そして今、感じること 

奥川小平成３年度卒業生 
　　伊藤　法道さん 
　　　　（向原） 

　夏のいわきで　海　を思いきり楽しんだ子どもた 
ちは、今回のホームステイ受け入れで、冬のご馳走 
　雪　で遊んでもらおうと大張り切り。１日目は、 
雪の中にどっぷりとつかり思う存分楽しむ子どもた 
ちの姿がありました。２日目の昼食時のおそばも大 
盛況でした。 
　子どもたちには、この交流会を通して、自分の住 
む町の良さを見つめ直したり、広い視野を持って活 
動できる人間に育って欲しいと思います。今年で14 
回目を迎えた交流会。たくさんの方々のご支援に感 
謝いたします。 

″ ″ 

″ ″ 

14回目を迎えた 
　いわきとの交流 

尾野本小５年学年委員長 
　　青津　千恵さん 
　　　　（縄沢） 

群岡小５年 
　石川　美奈さん 
　　　（下野尻） 

　ホームステイに来た豊間小の友 
だちとは、そり滑りや雪だるま作 
りをして遊びました。特に思い出 
に残っているのが、かまくらの中 
でラーメンを作って、一緒に食べ 
たことです。 
　この友だちとは、夏の交流から 
ずっと、お互いの学校のことやい 
わき交流で楽しかったことなどに 
ついて文通しています。 
　短い期間の交流だったけど、と 
ても楽しかったです。 

いわき交流の思い出 
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まちの 

話題 
まちの 

話題 

　２月12日から28日にわたり、「第１回西会津国際 
芸術村作品展」が開催されました。 
　この作品展には、西会津国際芸術村で創作活動に 
励むエグリさんとキャスタスさんの絵画や彫刻など 
約60点が展示されました。 
　芸術村には、町内はもちろん、遠くは茨城県から 
と多くの人が訪れ、２人の芸術作品をじっくりと鑑 
賞していました。 
　エグリさんとキャスタスさんは、作品展にあたり 
「地元の人をはじめとする大勢の人の支援に感謝し 
ています。私たちの作品を通して、この町がもっと 
素晴らしくなればと思います」と話してくれました。 

　２月３日、新郷保育所では、節分の伝統行事　豆 
まき　が行われました。 
　はじめに、子どもたち１人ひとりが、「怒りん坊 
鬼」や「泣き虫鬼」など、自分の心の中にいる悪い 
鬼を発表。 
　その後、「福は 
内、鬼は外」と 
大きな声で元気 
よく豆をまき、 
心の中の悪い鬼 
を追い払いまし 
た。 

　昨年７月に行われた第20回参議院通常選挙の際に、 
町明るい選挙推進協議会がＣＡＴＶ放送や奥川健康 
マラソン会場での選挙○×クイズにより、積極的に 
選挙啓発活動を行い、投票率向上に大きく貢献した 
ことから、１月15日、総務大臣表彰を受けました。 
　沼澤望東子会長は、「町民が一丸となって啓発活 
動を行った成果が今回の受賞につながったと思いま 
す。町民のみなさんと受賞を分かち合いたいです。」 
と喜びを語ってくれました。 

　２月20日、さゆり公園体育館と西会津中学校体 
育館を会場に、西会津近隣男女混合バレーボール 
大会が開催されました。 
　今大会には、新潟県津川町や喜多方市などを含 
む19チームが参加し、優勝目指して熱戦を繰り広 
げていました。 

　　　優　勝　　西会津バレーボールクラブ 
　　　準優勝　　相馬東高校 
　　　第３位　　はいりあ、会津球友会 

″ 
″ 

賞
状
を
手
に
す
る
沼
澤
会
長
と
薄
上
選
挙
管
理
委
員
長
 

▲
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▲猛練習の成果を存分に発揮 
（町長杯争奪親善輪投げ大会） 

▲どこまでも飛んでいけ！（桐ゲタ飛ばし全国大会） 

豆
ま
き
（
右
）
と
沖
縄
の
郷
土
 

芸
能
　
エ
イ
サ
ー
　
で
幕
開
け
 

（
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
）
 

″
 

″
 

▲
 

も何のその 

   　
①
は
優
勝
、
②
は
二
位
、
③
は
三

位
〔
敬
称
略
〕
 

●
雪
灯
籠
コ
ン
ク
ー
ル
 

　
▽
町
長
賞
　
西
田
精
機
㈱
 

　
▽
商
工
会
長
賞
 
四
町
内
桜
栄
会
 

　
▽
森
林
組
合
長
賞
　
下
野
尻
自
治
 

　
　
区
 

　
▽
会
津
い
い
で
農
業
協
同
組
合
長
賞
 

　
　
に
し
あ
い
づ
福
祉
会
 

　
▽
福
島
民
報
社
賞
　
十
町
内
会
 

　
▽
福
島
民
友
新
聞
社
賞
　
牧
自
治
 

　
　
区
 

　
▽
優
秀
賞
　
会
津
農
業
共
済
組
合
、
 

　
　
五
町
内
会
、
七
町
内
会
、
安
座
 

　
　
自
治
区
、
上
野
尻
自
治
区
 

●
雪
像
コ
ン
ク
ー
ル
 

　
▽
雪
国
ま
つ
り
大
賞
　
キ
ッ
ズ
ア
 

　
　
ー
ト
ク
ラ
ブ
 

　
▽
優
秀
賞
　
福
島
県
明
る
い
社
会
 

　
　
づ
く
り
運
動
協
議
会
西
会
津
部
 

　
　
会
 

　
▽
特
別
賞
　
西
中
男
子
バ
レ
ー
ボ
 

　
　
ー
ル
部
、
西
中
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 

　
　
部
、
精
神
デ
イ
ケ
ア
・
あ
つ
ま
 

　
　
っ
会
 

●
桐
ゲ
タ
飛
ば
し
全
国
大
会
 

　
▽
小
学
生
男
子
の
部
①
吉
田
忠
弘
 

　
　
②
高
橋
浩
太
③
長
谷
川
貴
則
 

　
▽
小
学
生
女
子
の
部
①
沼
澤
育
代
 

　
　
②
山
本
奈
央
③
上
野
史
絵
 

　
▽
中
学
生
男
子
の
部
①
二
瓶
諒
太
 

　
　
②
荒
海
正
人
③
木
崎
崇
光
 

も何のその 
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▲雪上の格闘技！（西会津国際雪合戦） ▲今年は安座自治区の歳の神 

▲拾ったみかんの数字にドキドキ（雪上みかん拾い） 

▲パワー炸裂！！（春木山レース） 

あ
っ
た
げ
ぇ
〜
の
食
べ
て
 

身
も
心
も
ぽ
っ
か
ぽ
か
 

▲
 

　
▽
一
般
男
子
の
部
①
佐
藤
正
一
②
 

　
　
川
瀬
敦
③
齋
藤
一
栄
 

　
▽
一
般
女
子
の
部
①
鈴
木
富
美
江
 

　
　
②
山
崎
り
え
③
鴇
巣
麻
也
 

●
国
際
雪
合
戦
 

　
▽
小
学
生
の
部
①
Ｊ
Ｔ
サ
ン
ダ
ー
 

　
　
ス
②
デ
ン
ジ
ャ
ラ
ー
ズ
③
尾
野
 

　
　
本
ス
ノ
ー
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
、
ド
 

　
　
ス
コ
イ
マ
ッ
チ
ョ
ル
ズ
 

　
▽
一
般
の
部
①
西
中
野
球
部
②
帰
 

　
　
っ
て
き
た
タ
ー
ト
ル
ヘ
ッ
ズ
③
 

　
　
会
津
信
用
金
庫
Ａ
、
エ
レ
メ
ン
 

　
　
ト
ア
ー
ス
 

●
春
木
山
レ
ー
ス
 

　
▽
一
般
男
子
の
部
①
新
日
本
工
業
 

　
　
②
に
し
あ
い
づ
福
祉
会
③
会
津
 

　
　
喜
多
方
青
年
会
議
所
 

　
▽
一
般
女
子
の
部
①
が
ん
ば
ん
べ
 

　
　
ぇ
ー
②
出
ケ
原
若
妻
会
③
国
際
 

　
　
芸
術
村
 

　
▽
小
学
生
の
部
①
群
岡
小
②
別
に
 

　
　
Ｅ
チ
ー
ム
③
尾
野
本
小
Ａ
 

●
輪
投
げ
大
会
 

　
①
端
村
Ａ
②
宝
川
Ａ
③
豊
洲
Ａ
、
 

　
中
央
井
谷
 

　
▽
最
優
秀
選
手
賞
高
津
太
郎
（
端
 

　
　
村
Ａ
）
 

　
▽
優
秀
選
手
賞
斎
藤
知
一
（
萱
本
 

　
　
Ａ
）
、
渡
部
ミ
イ
（
端
村
Ａ
）
 

●
雪
だ
る
ま
コ
ン
ク
ー
ル
 

　
▽
ふ
る
さ
と
大
賞
　
松
崎
好
也
 

　
▽
雪
国
ま
つ
り
賞
　
若
林
等
 

　
▽
た
い
へ
ん
飯
豊
賞
　
奥
川
ク
ラ
 

　
　
ブ
こ
め
ら
っ
子
 

熱気で寒さ 熱気で寒さ 
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 

″ 

″ 

み
ん
な
で
 

　
楽
し
い
学
習
を
…
 

国際交流員 
マイケル・レドヴィンカ 

     　
　
　
　
　
日
本
に
は
様
々
な
遊
び
が
あ
り
ま
 

　
　
　
　
す
。
そ
の
中
で
も
、
老
若
男
女
を
問
 

　
　
　
　
わ
ず
、
誰
も
が
特
に
よ
く
す
る
遊
び
 

　
　
　
　
が
１
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
 

カ
ラ
オ
ケ
で
す
。
人
前
で
歌
う
の
が
恥
ず
か
し
 

い
と
思
っ
て
い
る
人
も
い
っ
ぱ
い
い
ま
す
が
、
 

そ
の
恥
ず
か
し
さ
を
乗
り
越
え
て
歌
う
こ
と
が
 

で
き
れ
ば
、
す
ご
く
楽
し
い
は
ず
で
す
。
認
め
 

る
の
が
恥
ず
か
し
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
ほ
と
 

ん
ど
の
人
が
、
ひ
そ
か
に
マ
イ
ク
を
持
っ
て
自
 

分
の
好
き
な
曲
を
歌
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
 

思
い
ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ
屋
に
行
っ
た
ら
歌
う
チ
 

ャ
ン
ス
で
す
。
 

　
残
念
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
で
は
カ
ラ
オ
ケ
は
 

全
然
人
気
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
ア
メ
リ
 

カ
人
が
歌
う
こ
と
を
嫌
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
 

し
ょ
う
か
？
そ
う
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
ア
 

メ
リ
カ
人
の
中
に
も
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
い
 

る
と
き
や
一
人
で
車
に
乗
っ
て
い
る
と
き
な
ど
、
 

密
か
に
ロ
ッ
ク
ス
タ
ー
に
な
っ
て
い
る
人
が
多
 

い
で
す
よ
。
ア
メ
リ
カ
で
カ
ラ
オ
ケ
に
人
気
が
 

無
い
の
は
、
日
本
と
仕
組
み
が
違
う
た
め
に
好
 

き
で
は
な
い
人
が
多
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ア
 

メ
リ
カ
の
場
合
、
カ
ラ
オ
ケ
を
歌
い
た
け
れ
ば
、
 

普
通
、
バ
ー
に
行
き
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
大
 

き
な
部
屋
の
中
で
、
み
ん
な
を
前
に
歌
わ
な
く
 

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん
の
見
知
ら
ぬ
人
 

の
前
で
歌
う
と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も
恥
ず
か
 

し
い
で
す
。
そ
れ
に
、
歌
っ
て
い
な
い
と
き
は
、
 

他
の
人
の
歌
を
聞
い
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
 

   　
１
月
　
日
と
２
月
６
日
（
日
）
、
熱
塩
加
納
 

村
三
ノ
倉
ス
キ
ー
場
で
町
民
ス
キ
ー
教
室
が
開
 

催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
１
回
目
の
１
月
　
日
は
、
小
学
生
か
ら
大
人
 

ま
で
の
総
勢
　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
 

は
、
午
前
中
に
町
ス
キ
ー
協
会
員
か
ら
技
術
指
 

導
を
受
け
、
午
後
は
、
指
導
員
の
下
で
自
由
に
 

滑
走
を
楽
し
み
ま
し
た
。
仲
間
同
士
で
午
前
中
 

に
学
ん
だ
技
術
を
確
認
し
た
り
、
応
用
を
試
み
 

る
参
加
者
も
い
ま
し
た
。
 

　
こ
の
日
は
、
時
折
、
小
雪
の
舞
う
天
候
で
し
 

た
が
、
サ
ラ
サ
ラ
の
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
を
最
後
 

ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

　
２
回
目
の
２
月
６
日
は
、
小
学
生
　
人
が
参
 

加
し
ま
し
た
。
中
に
は
、
２
回
連
続
の
参
加
者
 

も
い
て
、
前
回
よ
り
も
難
易
度
の
高
い
滑
り
に
 

挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。
 

　
こ
の
日
の
天
候
は
快
晴
で
、
眼
下
に
喜
多
方
 

市
か
ら
会
津
若
松
市
ま
で
を
臨
み
な
が
ら
、
思
 

い
思
い
の
シ
ュ
プ
ー
ル
を
描
い
て
い
ま
し
た
。
 

　
本
年
度
は
、
ス
キ
ー
教
室
を
２
回
実
施
し
た
 

こ
と
も
あ
り
、技
術
の
向
上
に
加
え
、参
加
者
同

士
の
交
流
も
例
年
以
上
に
深
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
 

　
雪
と
い
う
と
、「
片
付
け
る
の
が
大
変
だ
」、
 

「
道
路
が
滑
っ
て
怖
い
」
な
ど
、
暗
い
イ
メ
ー
 

ジ
が
付
き
ま
と
い
ま
す
が
、
公
民
館
で
は
、
今
 

後
も
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
町
民
の
み
な
さ
ん
 

が
、「
雪
国
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
」、「
早
く
 

雪
が
積
も
ら
な
い
か
な
ぁ
」
な
ど
明
る
く
前
向
 

き
な
イ
メ
ー
ジ
が
持
て
る
よ
う
に
、
雪
に
親
し
 

み
、
雪
を
楽
し
む
『
親
雪
・
楽
雪
』
を
テ
ー
マ
 

に
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

30

30

32

15
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ん
。
友
だ
ち
だ
っ
た
ら
良
い
ん
で
す
が
、
見
知
 

ら
ぬ
ア
マ
チ
ュ
ア
の
歌
を
ず
っ
と
聞
い
て
い
る
 

の
は
そ
ん
な
に
楽
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
 

ア
メ
リ
カ
人
が
、
日
本
で
カ
ラ
オ
ケ
が
人
気
だ
 

と
い
う
こ
と
を
聞
く
と
、
「
日
本
人
っ
て
面
白
 

い
よ
な
ぁ
」
と
良
く
答
え
ま
す
。
日
本
の
カ
ラ
 

オ
ケ
の
仕
組
み
を
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
ア
メ
 

リ
カ
人
に
は
、
そ
の
楽
し
さ
が
分
か
ら
な
い
ん
 

で
す
。
 

　
だ
か
ら
、
私
が
初
め
て
日
本
の
カ
ラ
オ
ケ
屋
 

に
行
っ
た
と
き
は
か
な
り
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
 

私
自
身
は
行
き
た
く
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
日
 

本
の
友
だ
ち
が
行
き
た
が
っ
て
い
た
の
で
、
仕
 

方
な
く
一
緒
に
行
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。「
よ
し
 

！
我
慢
し
よ
う
」
と
思
っ
て
店
に
入
り
ま
し
た
。
 

か
な
り
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
個
室
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気
付
き
、
少
し
ほ
っ
と

し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
歌
う
つ
も
り
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
友
だ
ち
は
、
私
も
歌
う

よ
う
に
言
っ
て
き
か
な
か
っ
た
の
で
、
し
ぶ
し

ぶ
歌
っ
て
み
ま
し
た
。
友
だ
ち
の
前
で
歌
う
と

い
う
だ
け
で
も
恥
ず
か
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
 

だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
く
る
に
つ
れ
て
、
と
て
も
好
 

き
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
 

　
み
な
さ
ん
に
は
普
通
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
 

ん
が
、
私
は
、
日
本
の
カ
ラ
オ
ケ
屋
は
本
当
に
 

す
ご
い
と
思
い
ま
す
。
個
室
に
な
っ
て
い
る
し
、
 

選
べ
る
曲
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
部
 

屋
に
い
な
が
ら
、
電
話
で
食
べ
物
と
飲
み
物
の
 

注
文
が
で
き
ま
す
し
…
…
。
カ
ラ
オ
ケ
屋
に
行
 

く
の
は
本
当
に
好
き
で
す
。
た
だ
し
…
…
、
カ
 

ラ
オ
ケ
を
ダ
サ
い
と
思
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
人
 

は
、
そ
れ
が
楽
し
い
と
い
う
こ
と
を
認
め
よ
う
 

と
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
人
前
で
歌
う
こ
と
よ
り
 

も
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
す
よ
。
 

      　
こ
の
教
室
は
、
平
日
の
昼
間
の
時
間
帯
と
い
 

う
こ
と
で
、
主
婦
の
方
を
中
心
と
し
た
　
〜
 

人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
 

　
参
加
者
は
、
他
の
社
会
教
育
活
動
で
も
一
緒
 

の
方
が
多
く
、
気
心
の
知
れ
た
者
同
士
、
い
つ
 

も
笑
い
が
絶
え
な
い
こ
と
か
ら
、
腹
筋
も
鍛
え
 

ら
れ
る
教
室
で
す
。
月
２
回
あ
る
活
動
の
う
ち
、
 

１
回
は
自
主
活
動
、
も
う
１
回
は
レ
ク
リ
エ
ー
 

シ
ョ
ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
大
竹
晶
子
先
生
 

の
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
昔
懐
か
し
い
も
の
 

か
ら
流
行
の
も
の
ま
で
色
々
な
曲
に
合
わ
せ
て
 

体
を
動
か
し
ま
す
。
こ
の
教
室
の
良
い
と
こ
ろ
 

は
、
気
張
ら
ず
に
、
い
つ
の
間
に
か
有
酸
素
運
 

動
と
、
あ
る
程
度
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ま
で
 

で
き
て
し
ま
う
と
こ
ろ
で
す
。
 

               　
こ
の
教
室
に
は
、
毎
回
、
小
学
生
　
人
ほ
ど
 

が
参
加
し
て
い
ま
す
。
 

　
同
じ
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
 

西
会
津
中
学
校
卓
球
部
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
 

ん
が
練
習
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、『
い
つ
か
、
 

あ
ん
な
風
に
な
り
た
い
』
と
思
い
な
が
ら
、
練
 

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
 

　
指
導
者
の
佐
藤
重
雄
さ
ん
（
上
小
島
）
は
、
 

低
学
年
の
参
加
者
に
は
、
ボ
ー
ル
や
ラ
ケ
ッ
ト
 

に
親
し
み
な
が
ら
卓
球
が
好
き
に
な
る
こ
と
を
 

主
眼
と
し
て
、
高
学
年
の
参
加
者
に
は
、
個
人
 

ご
と
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
課
題
を
示
し
な
が
ら
、
 

指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
 

　
現
在
、
教
室
の
参
加
者
は
小
学
生
だ
け
で
す
 

が
、
卓
球
は
２
人
い
れ
ば
室
内
で
充
分
に
汗
を
 

流
せ
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
や
り
た
い
け
れ
ど
、
 

な
か
な
か
場
所
が
無
く
て
で
き
な
い
と
い
う
方
 

な
ど
、
ぜ
ひ
入
会
し
て
一
緒
に
卓
球
を
楽
し
み
 

ま
し
ょ
う
。
大
歓
迎
で
す
。
 

毎
月
第
１
・
３
金
曜
日
　
午
後
１
時
　
分
〜
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
民
館
大
ホ
ー
ル
 

●
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
教
室
 

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
　
午
後
７
時
〜
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ゆ
り
公
園
体
育
館
 

　
　
　
●
卓
　
球
　
教
室
 厳しく、そして温かい指導が続きます。 

キャイーン　のポーズです。 ″ ″ 

※
お
知
ら
せ
…
…
３
月
の
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
は
、
　
日
（
月
）
か
ら
　
日
（
月
）
に
変
更
に
な
り
ま
す
。
 

10

12

13

30

28

21
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生活習慣病 
予防に役立 
ちます！ 

運動不足度チェック表 
 
１ 
２ 

３
 
 

４
 
 
５ 

６
 
 

７
 
 
８ 

９
 
 
10 

11
 
 
12 
13 

14
 
 
15

　　　　　　項　　　　　　目 
近い距離でも車を使う 
歩いているときは足が重く、トボトボ歩きが多い 
歩くことが嫌いで、歩いていくような場所は 
避けたいと思う  
歩くとすぐ休みたくなり、長時間歩くと腰や 
膝が痛くなる 
休日は家の中でゴロゴロしている 
おへその横をつまむと、皮下脂肪が2cm以上 
ある  
長く立っていたり、重い荷物を持ったりする 
と腰が痛くなる  
背筋の力が弱く、猫背になりやすい 
座って仕事をしたり、テレビを見ていると背 
中や腰がすぐに痛くなり、肩がこる 
階段を昇ったり、急いで歩くと息が切れる 
エスカレーターに乗る瞬間、最初の一歩を踏 
み出すのにとまどう 
人ごみを歩いていると、よく人にぶつかる 
靴をはく動作がおっくうで、長い靴べらを使う 
腰掛けたり、立つとき「どっこいしょ」と言 
ったり、ため息が出る 
軽い運動でも翌日まで疲れが残る 

チェック 

 気
軽
に
で
き
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
 

　
だ
れ
で
も
簡
単
に
で
き
る
う
え
、
お
金
も
か
 

か
ら
ず
マ
イ
ペ
ー
ス
に
で
き
る
運
動
が
ウ
ォ
ー
 

キ
ン
グ
で
す
。
 

 ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
前
に
す
る
こ
と
 

　
①
体
調
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
 

　
　
　
自
覚
症
状
が
あ
る
場
合
や
、
脈
が
乱
れ
 

　
　
て
い
る
よ
う
な
場
合
は
休
み
ま
し
ょ
う
。
 

　
②
季
節
に
応
じ
た
服
装
と
時
間
を
選
ぶ
 

　
　
夏
　
吸
湿
・
放
湿
性
の
高
い
服
装
で
、
水
 

　
　
　
　
筒
な
ど
も
準
備
。
朝
夕
の
涼
し
い
時
 

　
　
　
　
間
に
。
 

　
　
冬
　
帽
子
・
手
袋
を
着
用
し
、
薄
手
の
服
 

　
　
　
　
を
重
ね
着
し
て
体
温
調
節
。
日
中
、
 

　
　
　
　
太
陽
の
出
て
い
る
時
間
に
。
 

　
③
ス
ト
レ
ッ
チ
を
十
分
に
行
う
 

　
　
　
け
が
の
予
防
や
疲
労
の
早
期
回
復
が
見
 

　
　
込
め
る
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
後
も
行
な
お
う
。
 

 ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
正
し
い
姿
勢
で
 

 運
動
は
こ
ん
な
に
効
果
的
！
 

　
★
肥
満
を
予
防
す
る
 

　
★
血
圧
が
安
定
す
る
 

　
★
糖
尿
病
を
予
防
す
る
 

　
★
高
脂
血
症
を
予
防
す
る
 

　
★
骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
す
る
 

　
★
便
秘
が
改
善
す
る
 

　
★
腰
痛
が
予
防
で
き
る
 

　
★
ス
ト
レ
ス
解
消
に
役
立
つ
 

　
★
安
眠
を
も
た
ら
す
 

　
★
ス
タ
ミ
ナ
が
つ
く
 

           運
動
不
足
度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
よ
う
 

　
左
の
表
を
見
て
、
当
て
は
ま
る
項
目
が
い
く
 

つ
あ
る
か
数
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

　
５
つ
以
上
当
て
は
ま
れ
ば
、
運
動
不
足
で
す
。
 

さ
っ
そ
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。
 

　
な
お
、高
血
圧
な
ど
の
持
病
が
あ
る
方
は
、必
 

ず
主
治
医
に
相
談
し
て
か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。
 

　
私
た
ち
の
生
活
は
、
交
通
手
段
の
発
 

達
に
と
も
な
い
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
 

た
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
歩
く
こ
 

と
が
少
な
く
な
り
、
慢
性
的
な
運
動
不
 

足
の
状
態
に
あ
り
ま
す
。
 

　
春
は
運
動
を
始
め
る
に
は
と
て
も
良
 

い
季
節
で
す
。
積
極
的
に
体
を
動
か
す
 

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

胸をはって 
お腹をひっ 
こめる 

歩幅はやや 
広く取り、 
リズミカルに 

肘は90度に 
曲げて大き 
く振る 

かかとから 
着地し、つ 
ま先で蹴る 

目線は数メ 
ートル先に 
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みんなの広場 みんなの広場 
星
　
　
美
保
 

　
〔
9
町
内
1
〕
 
さ ん 

あ
な
た
の
と
っ
て
お
き
の
写
真
は
？
 

　
家
の
ペ
ッ
ト
（
名
前
は
ポ
ロ
）
 

　
（
と
て
も
大
き
く
て
体
重
が
　
㎏
 

　
も
あ
り
ま
す
。
寝
て
い
る
と
き
、
 

　
体
の
上
に
あ
が
ら
れ
る
と
う
な
さ
 

　
れ
ま
す
。
そ
れ
に
寝
返
り
が
で
き
 

　
ま
せ
ん
）
 

あなたの趣味・特技は？ 
　趣味：音楽鑑賞 
　特技：バレーボール 
 
熱中していることは？ 
　子どもと料理作り。 
土・日しか作れないけど。 
 
これからやってみたいことは？ 
　スキー（小学校のころ、 
ちょっとしかできなかった 
ので……） 

あなたのモットーは？ 

　なせばなる 

 

最近感動したことは？ 

　感動というより、良かった 

ことですが、弟の結婚が決ま 

り、もうすぐ結婚式。 

 

次の方を紹介してください。 

　Ｍ．Ｉさん（下野尻） 

「
雪
灯
籠
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
賞
を
受
賞
で
き
た
の
も
、
み
ん
な
 

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
だ
と
思
い
ま
す
」
 

　
今
月
は
、
第
　
回
雪
国
ま
つ
り
の
雪
灯
籠
コ
ン
ク
ー
ル
で
福
 

島
民
報
社
賞
を
受
賞
し
た
　
町
内
会
の
み
な
さ
ん
（
代
表
　
多
 

賀
新
誠
さ
ん
）
に
伺
い
ま
し
た
。
 

　
「
町
の
こ
れ
だ
け
の
大
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
な
い
と
い
う
手
 

は
無
い
と
い
う
こ
と
で
、
　
町
内
あ
げ
て
毎
年
参
加
し
て
い
ま
 

す
。
 

　
　
町
内
で
は
、
全
戸
一
員
と
い
う
こ
と
で
、
初
日
に
全
員
で
 

雪
を
踏
み
固
め
て
、
次
の
日
に
大
工
さ
ん
や
壁
屋
さ
ん
な
ど
の
 

技
術
者
７
人
で
仕
上
げ
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
前
日
に
 

雪
を
踏
み
固
め
て
い
る
の
で
、非
常
に
作
業
し
や
す
い
で
す
ね
。
 

　
ア
イ
デ
ア
に
つ
い
て
は
、
当
日
、
そ
の
場
で
技
術
者
の
人
た
 

ち
が
中
心
と
な
っ
て
決
め
て
い
ま
す
が
、
灯
籠
の
土
台
を
石
垣
 

風
に
し
た
の
が
評
価
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。」
 

と
、
町
内
全
員
が
一
致
団
結
し
、
去
年
、
今
年
と
２
年
連
続
で
 

の
入
賞
に
つ
な
が
っ
た
喜
び
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
来
年
の
目
標
に
 

つ
い
て
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
 

　
「
今
回
の
受
賞
に
つ
い
 

て
み
ん
な
に
話
し
た
と
こ
 

ろ
、『
次
は
町
長
賞
か
』
と
 

い
う
声
が
あ
っ
た
の
で
、
 

今
度
は
そ
れ
を
目
指
し
て
 

が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
 

す
。
」
 

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

　秦　育美さん（2月号から） 
◆　メッセージ　◆ 
　バレーボール優勝目指してがん 
ばって！ 

10

15

1010

10
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３
月
や
４
月
は
退
職
や
就
職
、
転
 

勤
そ
し
て
進
学
な
ど
異
動
の
多
い
時
 

期
で
す
。
 

　
こ
の
時
期
に
忘
れ
が
ち
な
の
が
、
 

国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
な
ど
の
 

異
動
届
で
す
。
届
出
が
遅
れ
る
と
加
 

入
し
た
と
き
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
国

民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
な
ど

を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
医
療
の
給
付
等
が
受
け
ら
 

れ
な
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
 

忘
れ
ず
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
 

い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
健
康
福
祉
課
 
 
 
│
２
２
１
４
 

                    　
農
業
者
年
金
は
、
農
業
に
従
事
し
 

て
い
る
み
な
さ
ん
の
老
後
を
支
え
る
 

た
め
の
年
金
制
度
で
す
。
 

　
平
成
　
年
の
制
度
改
正
以
後
、
内
 

容
が
充
実
し
た
う
え
、
他
の
年
金
制
 

度
に
は
無
い
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
 

農
家
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く
 

だ
さ
い
。
 

 　
農
業
者
年
金
制
度
の
特
徴
 

　
１
保
険
料
は
積
立
方
式
で
、
そ
の
 

　
　
運
用
方
法
で
年
金
額
が
決
ま
る
 

　
　
「
確
実
拠
出
型
年
金
」
で
す
。
 

　
　
加
入
者
や
受
給
者
の
数
に
影
響
 

　
　
さ
れ
な
い
た
め
、
保
険
料
が
上
 

　
　
が
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

 　
２
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
 

　
　
で
、
年
間
　
日
以
上
農
業
に
従
 

　
　
事
す
る
　
歳
未
満
の
方
で
あ
れ
 

　
　
ば
、
農
地
を
持
た
な
く
て
も
加
 

　
　
入
で
き
ま
す
。
 

 　
３
保
険
料
は
、
毎
月
２
万
円
が
基
 

　
　
本
で
す
が
、
農
業
経
営
の
状
況
 

　
　
や
老
後
設
計
に
応
じ
、
最
高
６
 

　
　
万
７
千
円
ま
で
自
由
に
変
更
で
 

　
　
き
ま
す
。
 

 　
４
　
歳
未
満
で
亡
く
な
っ
た
場
合
 

　
　
は
、
　
歳
ま
で
に
受
給
で
き
る
 

　
　
金
額
を
死
亡
一
時
金
と
し
て
、
 

　
　
遺
族
が
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
 

　
　
ま
す
。
 

 　
５
加
入
期
間
が
長
い
ほ
ど
、
運
用
 

　
　
益
の
ア
ッ
プ
が
期
待
さ
れ
、
受
 

　
　
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。
 

 　
６
保
険
料
は
、
全
額
所
得
税
の
社
 

　
　
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
 

　
　
ま
す
。
 

 　
７
意
欲
あ
る
担
い
手
は
、
保
険
料
 

　
　
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
農
 

　
　
業
所
得
９
０
０
万
円
以
下
で
、
 

　
　
　
歳
ま
で
に
　
年
以
上
加
入
す

　
　
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
方
は
、
 

　
　
政
策
支
援
（
国
の
助
成
）
を
受
 

　
　
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
農
業
委
員
会
　
　
　
│
４
５
３
２
 

   　
農
業
用
免
税
軽
油
の
取
扱
い
に
つ
 

い
て
は
、
次
の
点
に
注
意
く
だ
さ
い
。
 

　
①
使
用
者
証
の
有
効
期
限
 

　
　
　
有
効
期
間
は
２
年
間
で
す
。
 

　
　
交
付
年
月
日
が
平
成
　
年
　
月
 

　
　
１
日
以
前
の
方
や
使
用
し
て
い
 

　
　
る
機
械
、
田
畑
の
保
有
面
積
が
 

　
　
昨
年
と
異
な
る
方
は
更
新
手
続
 

　
　
き
が
必
要
で
す
。
 

　
※
　
国
税
・
地
方
税
の
滞
納
処
分
 

　
　
等
を
受
け
た
方
は
使
用
者
証
及
 

　
　
び
免
税
証
の
交
付
が
受
け
ら
れ
 

　
　
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
手
続
 

　
　
き
の
際
に
は
、
滞
納
処
分
を
受
 

　
　
け
て
い
な
い
旨
の
「
誓
約
書
」
 

　
　
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
②
報
告
義
務
 

　
　
　
使
用
者
は
、
免
税
証
・
免
税
 

　
　
軽
油
の
使
用
及
び
引
取
り
に
つ
 

　
　
い
て
報
告
義
務
が
あ
り
ま
す
。
 

　
　
免
税
証
の
交
付
手
続
の
際
、
報
 

　
　
告
書
と
納
品
伝
票
を
提
出
し
て
 

　
　
く
だ
さ
い
。
 

　
③
申
請
時
期
 

　
　
　
免
税
証
の
交
付
希
望
者
は
、
 

　
　
３
月
下
旬
か
ら
農
作
業
を
始
め
 

　
　
る
前
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
 

　
　
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
会
津
地
方
振
興
局
 

　
　
県
税
部
課
税
第
二
グ
ル
ー
プ
 

　
　
　
０
２
４
２
│
　
│
５
２
６
１
 

45

45

29

15

12

14

60

80

80

20

60

60

　４月１日から町の公金の収納と支払いを 
取り扱う指定金融機関が「会津いいで農業 
協同組合」から「会津信用金庫」に変わり 
ます。 
　また、東邦銀行喜多方支店や会津いいで 
農業協同組合西会津支所、福島協和信用組 
合西会津支店でも収納代理金融機関として 
公金の収納を取り扱います。 
　なお、４月からの指定金融機関変更に伴 
う手続きは必要ありませんので、従来どお 
りご利用ください。 
 
【問い合わせ先】 
　　　出納室　　４５─２２１７ 
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間
伐
前 

被
圧
木 

二
又
木 

曲
り
木 

片
枝
落
ち 

病
　
木 

良い木 悪い木 並の木 

45

4545

29

16

535

     　
こ
の
時
季
は
、
ま
だ
寒
さ
が
厳
し
 

く
、
暖
房
を
使
用
す
る
機
会
が
多
い
 

こ
と
か
ら
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
 

火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
！
 

   　
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
現
在
の
 

自
動
車
の
所
有
者
（
ロ
ー
ン
購
入
の
 

場
合
は
使
用
者
）
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
 

　
例
年
、「
持
っ
て
い
な
い
車
の
納
税
 

通
知
書
が
来
た
」、「
納
税
通
知
書
が
 

来
な
い
」
等
の
多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
が
 

発
生
し
て
い
ま
す
。
 

　
納
税
通
知
書
が
間
違
い
な
く
届
く
 

よ
う
に
、
自
動
車
を
譲
り
渡
し
た
り
、
 

下
取
り
に
出
し
た
場
合
や
住
所
の
変
 

更
、
廃
車
を
し
た
と
き
に
は
、
お
早
 

め
に
陸
運
支
局
で
登
録
手
続
き
を
済
 

ま
せ
ま
し
ょ
う
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部
 

　
　
　
０
２
４
２
│
　
│
５
２
３
５
 

   　
里
道
や
水
路
な
ど
の
法
定
外
公
共
 

物
を
管
理
す
る
場
所
が
４
月
１
日
か
 

ら
変
更
に
な
り
ま
す
。
 

機
能
を
有
す
る
も
の
 

　
４
月
１
日
か
ら
、
町
の
管
理
と
な
 

り
ま
す
。
 

　
な
お
、
平
成
　
年
度
末
ま
で
は
、
 

従
来
ど
お
り
財
務
局
・
財
務
事
務
所
 

の
管
理
と
な
り
ま
す
。
 

機
能
を
有
し
な
い
も
の
 

　
４
月
１
日
か
ら
、
財
務
局
・
財
務
 

事
務
所
の
管
理
と
な
り
ま
す
。（
境
界
 

確
定
や
売
払
い
の
ご
相
談
は
、
財
務
 

局
・
財
務
事
務
所
ま
で
）
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
東
北
財
務
局
福
島
財
務
事
務
所
 

　
　
　
　
　
統
括
国
有
財
産
管
理
官
 

　
　
　
　
０
２
４
│
　
│
０
３
１
０
 

　
建
設
課
用
地
係
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
４
５
３
４
 

    　
現
在
、
み
な
さ
ん
が
所
有
し
て
い
 

る
森
林
の
多
く
が
、
間
伐
（
森
林
内
 

の
植
栽
し
た
木
を
間
引
く
作
業
）
を
 

必
要
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
間
伐
の
遅
れ
は
、
木
材
の
価
値
を
 

著
し
く
低
下
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
 

風
雪
害
の
被
害
を
受
け
た
り
、
土
砂
 

流
出
を
起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。
 

　
間
伐
は
、
森
林
を
健
全
に
保
ち
、
 

良
質
の
木
材
を
生
産
し
、
価
値
を
高
 

め
る
決
め
手
と
な
り
ま
す
。
 

　
な
お
、
間
伐
を
実
施
す
る
場
合
に
 

は
、
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
町
 

森
林
組
合
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
農
林
課
林
政
係
　
　
│
４
５
３
１
 

　
西
会
津
町
森
林
組
合
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
７
７
９
 

　風邪などで体調を崩しやすい冬期間は、献血 
者が少なくなり、輸血用血液が不足しています。 
　本町では、以下の日程で献血を行いますので、 
献血にご協力ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【問い合わせ先】 
　　保健センター　　４７－２３０６ 

　困っている多 
くの人に、あな 
たの優しさを分 
けてください。 

　実施日 

 

 

３月４日 

（金） 

 

 

 

３月25日 

（金） 

　時　　　　間 

午前10時～ 

　　　午前11時 

正午～ 

　　　午後２時 

午後２時30分～ 

　　　午後３時30分 

午前９時30分～ 

　　　午前11時 

正午～ 

　　　午後４時 

　会　　場 

ＪＡ農機具 

　　センター 

憩　の　森
 

 

ジューキ会津 

プレシジョン 

 

町 役 場 前 
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本　間　ヤ　ス（94）哲　衛　　母　　７町内 
石　井　し　ち（92）貞　夫　　母　　9町内1 
小　瀧　ヤ　マ（78）邦　子　　母　　中　野 
渡　部　文　雄（65）文　孝　　父　　森　野 
伊勢亀　ツ　ギ（80）静　雄　　母　　下小島 
青　津　ハ　マ（91）正　義　　母　　縄　沢 
大　田　　　都（53）藤　男　　妻　　縄　沢 
石　川　忠　夫（74）　亨　　　父　　下野尻 
高　橋　ナ　ミ（83）一　栄　　母　　樟　山 
長谷川　タ　イ（95）　茂　　　母　　戸　中 
熊　倉　秀　雄（84）友　和　　祖父　　新　町 
石　黒　重　春（46）榮　一　　子　　真ヶ沢 
小　椋　千代次（84）喜一朗　　父　　弥平四郎 

◆日時　３月 7日（月） 
　　　　　　28日（月） 
　　　　午前９時～ 
◆場所　老人憩の家 
◆電話　４５－４２５９ 

3月の納税等 
○水道料金・下水道料金 

○インターネット使用料 

○ケーブルテレビ使用料 

3月10日（木） 納期限 

人　口　　８，９１８人　　　－１４人 
　男　　　４，３１６人　　　－１２人 
　女　　　４，６０２人　　　－　２人 
世　帯　　２，９６５世帯　　－　４世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

三　留　拓　真くん　　智・由香　　　西　平 

武　藤　一　央くん　　勝博・恵子　　上野尻 

長谷沼　亜李菜ちゃん　剛和・七重　　高　目 

たく 

いち か 

あ り な 

ま 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

高　橋　　　栄　　高郷村 
伊　藤　真由美　　　牧 
 
長谷川　芳　久　　松　尾 
朴　　　恩　美　　韓　国 

山 都 町 

会津若松市 

河 東 町 

会津若松市 

会津本郷町 

会津若松市 

喜多方市 

会津若松市 

猪苗代町 

会津若松市 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

有 隣 病 院  
福田耳鼻咽喉科医院 
信循環器科内科クリニック 
森 田 小 児 科 医院  
こばり耳鼻咽喉科クリニック 
佐藤整形外科医院 
佐 原 病 院  
藤 井 医 院  
荒川胃腸科内科クリニック 
さとう小児科医院 
遠 藤 皮 膚 科医院  
平 野 医 院  
県 立 喜 多 方病院  
星 医 院  
さいとう内科胃腸科クリニック 
浜 崎 小 児 科 医院  
鏡 渕 外 科 胃腸科  
小 野 病 院  
三浦産婦人科医院 
遠山胃腸科内科医院 
いいづかファミリークリニック 
入澤泌尿器科内科クリニック 
荒 井 医 院  
鳴 瀬 病 院  
み つ は し 医 院  
ク リ ニ ッ ク高谷  
佐 藤 病 院  
七日町クリニック 
遠 山 眼 科 医 院  

0241（24）5021 
0241（24）4187 
0242（32）0202 
0242（27）7686 
0242（29）0800 
0242（83）1155 
0241（22）5321 
0241（23）0023 
0242（32）2201 
0242（24）0830 
0242（27）0883 
0242（83）2243 
0241（22）2181 
0241（22）0005 
0242（38）3717 
0242（27）0951 
0242（27）3225 
0241（22）0414 
0241（22）0293 
0242（24）8911 
0242（32）3330 
0242（38）3711 
0242（83）2224 
0241（24）3333 
0241（21）1311 
0242（27）3680 
0242（26）3515 
0242（32）2411 
0242（83）2011

 
喜多方市

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 
 
喜多方市

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 
 
喜多方市

 
 
会津若松市 
 
 
喜多方市

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 
 
喜多方市

 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 

20 
（日） 

27 
（日） 

13 
（日） 

　
　
　
　
　
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
 

　
　
　
　
　
　
ビ
を
御
覧
に
な
 

　
　
　
　
　
　
っ
た
方
は
ご
存
 

　
　
　
　
　
　
知
だ
と
思
い
ま
 

す
が
、
去
る
２
月
　
日
に
福
島
 

県
の
広
報
研
究
会
議
が
開
催
さ
 

れ
ま
し
た
。
▼
こ
の
と
き
、
各
 

市
町
村
の
広
報
紙
に
触
れ
る
機
 

会
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ら
を
 

読
ん
で
み
る
と
、
そ
の
内
容
に
 

「
ア
ッ
」
と
驚
か
さ
れ
る
と
と
 

も
に
、
作
り
手
の
努
力
の
後
が
 

窺
え
ま
し
た
。
▼
「
広
報
に
し
 

あ
い
づ
」
も
み
な
さ
ん
に
親
し
 

ん
で
も
ら
え
る
紙
面
づ
く
り
で
、
 

地
域
最
強
の
情
報
誌
を
目
指
し
 

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

さ い と う 歯 科  

加 藤 歯 科  

い し か わ 歯 科  

加 羽 沢 歯 科  

江 川 歯 科  

神 尾 歯 科  

井 草 歯 科  

神 田 歯 科  

斉 藤 歯 科  

菊 地 歯 科  

0241（38）3910 

0242（24）0550 

0242（75）5550 

0242（26）0418 

0242（56）2118 

0242（24）9273 

0241（22）1563 

0242（24）1182 

0242（66）2341 

0242（27）8111

6 
（日） 

13 
（日） 

20 
（日） 

21 
（月） 

27 
（日） 

6 
（日） 

21 
（月） 
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